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7月30日　
埼玉県飯能市「東吾野医療介護センター」
○視察内容：市立病院の経営体制について

8月19日　　　　
KKRホテル熊本において開催された
第22回熊本県市議会議員研修会に参加
講師：同志社大学学長　村田　晃嗣　氏　
○講演内容：「変動する国際情勢と日本の課題」

●大塚基生、益田政昭、下田昇一郎、柴田誠

　飯能市の市立病院は患者が少なく、毎年２億円近い税金を投入
し赤字運営体質であった。
　また医師の確保も困難で公務員のため職員の人件費が高いなど
の問題があり、地区懇談会を行い病院改革を行う事を決定された。
　現在は民間医療機関に経営を委託し外来診察、人間ドック、検診、
介護老人施設や通所型リハビリテーションとしての経営を行われ、
コスト削減にもつながっているとのことであった。

調査目的：天草市においても、4施設の市民病院
をかかえており経営体制の見直し等を参考にす
るため視察を行った。

　増田氏は、全国896市区町村が「消滅可能性都市」
とする、衝撃的な発表をされた方で、人口減少時代
に入った日本の危機的現状を分析し、今後の政策を
提案されている。2008年1億2808万人をピークに
人口減少に転換し、2050年推計では9708万人、
2100年には4959万人と推計。
　人口減少の要因は、20～ 39歳の若年女性の減少
と地方から大都市圏へ若者の流出があげられる。東
京へは、年間10万人超（15歳～ 24歳が90％）が移
動し、大都市（一都三県）の人口シェアは約30％弱。
他の先進国の主要都市に比べ2倍ある。その結果、
首都圏は高齢化に伴い医療・介護サービスが不足し、

　熊本県下14市の市議会議員及び事務局が参加す
る研修会では毎年、様々な講師を招いて開催される
が、今回の講演では、近隣のアジア諸国と日本の関
係や日本が抱える課題等について講演が行われた。
また、「ゴジラ」や「猿の惑星」など馴染み深い映
画等を題材に当時の時代風景、作者が世界に向けて
伝えたい事などをユーモラスな表現で説明された。
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一 般 質 問

地方はサービス過剰に陥り、地方の経済活力は低下
する。
　都市圏への流出に歯止めをかけ、出産と子育て環
境の整備が、今後の地方自治の重要政策の一つであ
ると改めて痛感した。
　また、基調講演のほか、「分権改革20年と地方議
会のあり方」と題したパネルディスカッションや「議
会のあり方について」の討議が行われた。2日間の
研修で、地方分権時代における議会のあり方や課題、
さらには議員に求められていることなどを改めて再
確認できた。

県が2月に出した提言書

施
設
の
説
明
状
況

8月6日～7日　
岡山県において開催された全国市議会議長会による議員研修に参加
基調講演：増田寛也氏（東大大学院客員教授・
　　　　　　　　　　野村総合研究所顧問、安倍政権の政策参謀）
○講演内容：人口減少時代と地方議会のあり方

●楠本千秋、松江雅輝、若山敬介、中尾友二、古賀源一郎、濱洲大心

政 務 活動報告

議員研 修 会

　講演を通して、物事をあらゆる角度から見つめる
ことの重要性を学ぶことができたのと同時に、我々
議員も日頃よりもっと国際情勢に関心を持つべきと
感じた。


